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地方分権の推進地方分権の推進地方分権の推進

地域社会への住民参画地域社会への住民参画が求められる時代背景が求められる時代背景

地方自治体の担うべき行政範囲
の拡大

住民自治の充実　

国の関与の縮小

住民のチェック

２００７年問題２００７年問題２００７年問題

地方行政

少子高齢化、人口減少社会

団塊の世代の大量退職

地域コミュニティの活性化

税収の伸び悩み

行政以外の多様な主体によって
地域社会を支えていく必要性

ＩＣＴを活用した住民参画を促進

課題は

デジタルディバイドの解消

人と人とをつなぐ

コミュニケーションツール

地域社会

住民の意向を反映した行政を

展開する必要性



ＩＴからＩＣＴへＩＴからＩＣＴへＩＴからＩＣＴへ

地域ＳＮＳの活用地域ＳＮＳの活用

　行き過ぎた市場原理、競争社会、個人主義の弊害

人と人のつながり、地域の絆の復活

ソーシャル・キャピタル（信頼社会）の再構築

新しいコミュニティ形成の可能性

地域SNS地域地域SNSSNS

時間的・場所的な制約を超えた情報交流空間

登録メンバーの顔が見えるコミュニティサイト

便利で安心

携帯電話

パソコン

デジタルテレビ

＋
会って話すこと

etc.

・・・社会的ネットワークをインターネット上に構築

時空を超えた井
戸端会議

人と人をつなぐコミュニケーションツールの活用
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335万人

111万人

473万人

399万人

868万人
716万人

※2006年３月までは、
　　「平成18年　情報通信に関する現状報告（総務省）」　より
　 2007年５月分は上位社の集計より

1000万人超

ＳＮＳ利用者数の増加ＳＮＳ利用者数の増加

最大のＳＮＳ「ｍｉｘｉ」が1000万人超。20代前半の若者の約１／３が利用（ｍｉｘｉ発表）



2006年１月

2006年10月

運用開始

会員数約2000ショコベ有限責任事業組合ショコベ

会員数約2200ＮＰＯ法人はりまスマートスクー
ルプロジェクト

ひょこむ

備考運営主体名称

主な地域ＳＮＳ主な地域ＳＮＳ

会員数約8002006年11月掛川市ｅじゃん掛川

会員数約8002006年11月八戸市はちみーつ

会員数約8002006年12月京都山城地域SNS「お茶っ人」運営
委員会（宇治市、八幡市、京田辺市）

お茶っ人

会員数約20002005年12月財団法人まちみらい千代田ちよっピー

2004年12月
運用開始

会員数約3000熊本県八代市ごろっとやっちろ

備考運営主体名称

兵庫県内

兵庫県外（公的な運営主体）

財団法人地方自治情報センター調査では、全国で210の地域ＳＮＳが開設されている（平成18年12月）



ひょひょこむこむ
（兵庫県エリアの地域ＳＮＳ）（兵庫県エリアの地域ＳＮＳ）

○国際ため池シンポジウムやクリスマス会などの開催
○ 1.17リアルタイムレポート
○姫路おでん、姫路城の清掃活動、活動資源マッチング情報

ひょこむのひょこむの特徴特徴

リアルな地域活動につながった事例

充実したコミュニケーション機能

信頼できるネットワークづくり

実名登録制、完全紹介制、後見人制
プロフィール、ブログ等のアクセスコントロール

ブログ、コミュニティ、電子地図、カレンダー、メッセージ、
あしあと、写真･動画登録、携帯電話対応、メール配信、
地域通貨機能（検討中）

年齢分布

会員の推移



１．評価１．評価

物品・サービス
の価値を表現

（モノサシの機能）

２．交換２．交換

物品・サービスの
交換を仲立ち

３．貯蓄・増殖３．貯蓄・増殖

価値の記録・保存
（利子が発生）

ＩＣＴを活用した地域通貨ＩＣＴを活用した地域通貨

特定の地域内などで限定的
に流通し、法定通貨では表
現されにくい「価値」を交
換するための媒体

○コミュニティ活動の活性化
　 ボランティア活動の促進、コミュニティ・サービス事業の活性化など

○地域経済の活性化
　 地域内消費循環の促進、地元商店街の振興、地産地消の促進など

○眠れる地域資源を掘り起こす～人的資源・余剰資源の有効活用

○人と人をつなぐ～希薄化する地域コミュニティの再生

○地域内循環の促進～環境に負荷を与えない循環システムの再生

貨幣の三つの機能貨幣の三つの機能貨幣の三つの機能 ｢減価｣とは｢減価｣とは｢減価｣とは

⇒「減価」とは、左記三つの機能の
うち、３の機能を持たせなくすること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 ＩＣＴの活用によりＩＣＴの活用により

簡単に実現簡単に実現　　　　
　　　　　　　　　　　　

地域通貨による社会的効用地域通貨による社会的効用地域通貨による社会的効用

地域通貨とは地域通貨とは地域通貨とは



兵庫県の取り組み兵庫県の取り組み

地域ＳＮＳ活用モデル事業地域ＳＮＳ活用モデル事業 地域ＳＮＳ全国フォーラム地域ＳＮＳ全国フォーラム

2007年
8月31日(金)

兵庫県公館
（県庁南すぐ）

交流会（夕方）、オフ会（翌日）

も計画中

■全国の地域ＳＮＳ紹介コーナー

■パネルディスカション

■分科会

　・コミュニティ活性化

　・地域間交流の促進

　・電子地域通貨との連携

■地域づくり活動を充実させるコミュニケーション
　ツール

　・県民の情報共有・地域参画のツールとして

■県政への活用

　・コウノトリ情報の発信、行革掲示板など

■地域ＳＮＳの可能性の検討

　・地域ＳＮＳ連携

　・電子地域通貨

※ひょこむの特色ある機能

　・地域通貨機能

　・アンケート機能

　・携帯電話対応

　・外部公開機能

　・動画配信

　・実名コミュニティ

　・ＲＳＳ連携

　・ステルスコミュニティ　など
地域ＳＮＳ講習会



2006年12月７日
神戸新聞



2007年１月15日毎日新聞

2007年１月17日
神戸新聞

2006年11月18日
読売新聞


